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防
衛
功
労
に
よ
り
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三
刀
屋
町)
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郵
政
事
業
功
労
に
よ
り
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(

木
次
町)

消
防
功
労
に
よ
り

�
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(

木
次
町)

地
方
自
治
功
労
に
よ
り
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三
刀
屋
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地
方
自
治
功
労
に
よ
り
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大
東
町)

叙
勲
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
と
祝
意
を
表
し
ま
す
。
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人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存
知

で
す
か
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を

｢

人
権
擁
護
委

員
の
日｣

と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
、地
域
住
民

の
中
に
あ
っ
て
国
民
の
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
人
権
擁
護
委
員
制

度
が
誕
生
し
ま
し
た
。

雲
南
市
長
が
推
薦
し
て
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
市
内
の
人
権
擁

護
委
員
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

(

敬
称
略)

大
東
町

蓮
岡
法�

太
田
多
美
子

加
茂
町

鍔
木

篤

内
田
慶
子

木
次
町

山
根
幹
男

陶
山
文
江

三
刀
屋
町

藤
原
豊
善

西
村
三
千
世

掛
合
町

藤
飛
昭
憲

佐
野
紀
子

吉
田
町

吉
長
雅
昭

堀
江
光
義

☆
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�
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�
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�
�
�

松
江
地
方
法
務
局
雲
南
支
局

�
０
８
５
４
�42
�５
２
１
０

�
�
�
�
�
�

��
�
	


�

����


�



犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
た
め
、
今
年
も
全
国
一
斉
に
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
が
展
開
さ

れ
ま
す
。

期
間
は
７
月
１
日
〜
７
月
31
日

で
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

｢

愛
の
図
書
募
金｣

活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
仁
地
区
更
生
保
護
女
性
会

(

代
表

西
原

倍
子)

飯
石
地
区
更
生
保
護
女
性
会

(

代
表

小
田

芳
枝)

�
�
�
�
�
�
�

島
根
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

松
江
市
向
島
町
１
３
４-

10

�
０
８
５
２
�21
�３
７
６
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市
報
う
ん
な
ん
３
月
号
で
、
公

共
施
設
の
使
用
料
の
見
直
し
と
減

免
規
定
の
統
一
の
考
え
方
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
使
用

料
の
減
免
に
つ
い
て
は
、
平
成
19

年
７
月
１
日
の
利
用
分
か
ら
市
内

統
一
の
新
し
い
減
免
規
定
に
よ
り

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
減
免
規
定
は
合
併

前
の
ま
ま
で
、
各
町
で
異
な
る
取

り
扱
い
で
あ
っ
た
た
め
、
公
平
性

を
確
保
す
る
た
め
に
減
免
規
定
を

見
直
し
、
統
一
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
減
免
扱
い
と
さ
れ
て
い
た
団
体

等
で
あ
っ
て
も
、
７
月
１
日
以
降

は
減
免
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
具
体
的
な
施
設
ご
と
の

使
用
料
減
免
の
取
扱
い
や
手
続
き

等
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

������ ��
私たちは､ 雲南市のまちづくりを応援しています｡
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４
月
25
日

(

水)

、
３
回
目
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
推
進
懇
話
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認

や
、
第
２
回
会
議
に
引
き
続
き
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
へ
向
け
た
課
題
の
抽
出
を
行
い
ま

し
た
。
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委
員
の
発
言
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、

最
初
の
う
ち
は
、
少
人
数
に
分
か
れ
て
議
論

を
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
方
が
緊
張
も
少
な

く
、
よ
り
深
い
議
論
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

平
成
20
年
２
月
に
市
長
へ
提
言
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ
け
良
い
条
例
を
策

定
し
よ
う
と
思
う
と
、
検
討
期
間
と
し
て
は

短
い
の
で
は
な
い
か
。(

市
―
今
後
の
議
論

の
進
み
方
に
よ
っ
て
は
、
期
間
が
延
び
る
こ

と
も
想
定
し
て
い
る
。)
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今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、

現
在
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
起
こ
っ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
２
班
に
分
か
れ
て
議
論

し
ま
し
た
。
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0
�
1
2
3

�
地
域
内
で
の
付
き
合
い
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
。

�
若
者
が
地
域
か
ら
出
て
戻
っ
て
こ
な
い
。

�
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
人
の
固
定
化
が

あ
る
。

�
冠
婚
葬
祭
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

�
自
治
会
・
集
落
の
規
模
に
開
き
が
あ
る
。

�
行
政
が
し
て
い
た
こ
と
を
地
域
が
す
る
必

要
が
で
て
き
た
。

4
5
2
6
#
(
)
*
+
,
-
.
7
1
8
2
3

9
:
;
<
#
*
=
#
>
?
-
.
7
@
8
2
3

�
情
報
が
正
確
に
伝
わ
ら
な
く
な
る
。

�
若
者
に
と
っ
て
受
け
入
れ
難
い
こ
と
が
あ

る
か
ら
。

�
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
。

�
こ
れ
ま
で
と
同
じ
や
り
方
を
変
え
れ
な
い

か
ら
。

�
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
負
担
が
増

加
し
て
き
た
。

A
>
?
6
B
C
D
E
1
@
F
'
G
B
E
1
2
3

�
若
者
や
女
性
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
場
を

つ
く
る
。

�
一
人
一
票
制
を
設
け
る
。

�
魅
力
の
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
教
育
を
考
え
る
。

�
や
り
方
の
工
夫(

見
直
し)

を
自
ら
考
え

る
。

�
担
い
手
の
育
成
を
す
る
。

�
自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
と

い
う
意
識
を
醸
成
し
、
規
模
の
再
編
等
に

つ
い
て
、
行
政
で
は
な
く
、
地
域
で
考
え

る
。
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ま
ち
づ
く
り
推
進
懇
話
会
議
で
は
、
今
後

も
引
き
続
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け

た
課
題
の
抽
出
を
行
う
と
と
も
に
、
他
市
の

基
本
条
例
の
制
定
状
況
や
成
功
事
例
な
ど
の

研
究
を
行
い
、
９
月
を
目
途
に
条
例
に
盛
り

込
む
べ
き
項
目(

テ
ー
マ)

に
つ
い
て
整
理

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
議
の
内
容
は

｢

市
報
う
ん
な
ん｣

や

｢

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｣

で
随
時
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
、
自
由
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
会
議
は
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

政
策
企
画
部
政
策
推
進
課

(

�
０
８
５
４－

40－

１
０
１
１)
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